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第２ 競争入札に参加する者に必要な資格に関する事項

１ 企業
次の表にて、（１）から（５）の全ての要件を満たしていること。
区分 要件 備考

（１） 業種 土木一式工事

（２） 等級 Ａ等級に格付けされていること。

（３） 許可区分
特定又は一般建設業の許可を有するこ

と。
建設業法第３条第１項第１号又は第２号

（４） 施工実績等
下記３の（３）の施工実績等を有する

こと。
－

（５）
総合評定値

（Ｐ点）
下記３の（４）のとおり ※土木一式に係るＰ点

２ 配置予定技術者

区分 要件
（１） 国家資格等 一級土木施工管理技士の資格を有すること。
（２） 施工経験 現場代理人又は主任（監理）技術者として、下記３の（５）の工事に従事した経験を有すること。
（３） 雇用関係等 競争参加資格証明資料提出日以前３ヵ月以上前に雇用された者であること。

ただし、配置予定技術者の兼務等は「別添 配置予定技術者の兼務等」を参照すること。

区分 要件

（２） 雇用関係等 直接的な雇用関係にある者であること。

（１） 国家資格等

技術士法による技術士若しくは技術士補のうち水産部門（水産土木）の資格を有する者

又は、一般社団法人大日本水産会の行う水産工学技士（水産土木部門）認定試験に合格し、水産工学技士として登

録した者。

大分県が発注する工事契約に係る競争入札に参加する者に必要な資格及び資

格審査の申請の時期等に関する告示（昭和39年大分県告示第４８１号）によ

る資格認定（格付）

次の表にて、（１）から（３）の全ての要件を満たす主任（監理）技術者を専任で配置できること。

本案件は、次の１から３の全ての競争参加資格を満たしている者に限り入札参加を認める。

 次の（１）（２）を満たす施工環境監理者を専任で配置できること。（主任（監理）技術者、現場代理人と兼務できる。）
 ただし、同一漁港・同一漁港海岸・同一漁場内の２件以上の工事を施工する場合は兼務できる。
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